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　伊予灘（瀬戸内海）に面した大谷海岸（伊予市森）で、不思議な黒い木片が産出すること
は、古くから知られていました。これは、今から約200万年～100万年前、前期更新世に
堆積した郡中層に含まれる化石（郡中層化石）です。
　郡中層から産出する化石には、伊予市の木であるメタセコイアが含まれます。また、淡
水に生息する貝の貝殻など、学術的にも重要な動植物の化石が数多く発見され、愛媛県の
天然記念物に指定されています。
　本書は、これまでに郡中層で採集された化石を御紹介し、太古の世界に想いを馳せると
ともに、郡中層化石の研究や保護の一助とするため刊行することとしました。
　刊行にあたり、御協力をいただきました研究者の方々や市民の皆様方に対し、厚く御礼
申し上げます。

令和5年3月31日

伊予市教育委員会　
教育長　上岡　孝

序　　　文
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　本書は、伊予市が所蔵する化石のうち、郡中層産出の化石（郡中層化石）の目録である。
社会教育課が管理する化石のみを掲載した。

　本書に掲載した化石の番号は、目録作成のために割り振った報告番号である。

　郡中層の露頭が観察できる海岸には、大谷海岸、森海岸、森の浜、森ノ浜など様々な呼
称がある。本書の本文中では地名を大谷海岸に統一するが、目録の備考においては個々の
化石に付随するラベルの記載をそのまま書き写したため、複数の名称、表記が混在してい
る。ただし、異体字は常用漢字に改めた。

　本書の執筆と編集は島﨑達也（主任/文化財専門員）が担当した。付編1（材化石（扶桑
木））は寺田和雄氏（福井県立恐竜博物館）、付編2（植物化石）は百原新氏（千葉大学大学院
園芸学研究院）、付編3（貝類化石）は鵜飼宏明氏（天草自然資源活用推進連絡会事務局）に
調査と執筆を依頼した。

　報告番号74の哺乳類の長骨は、菊池直樹氏（高知大学（当時））がクリーニングを実施
し、山根勝枝氏（愛媛県総合科学博物館）の調査の一環で高橋啓一氏（滋賀県立琵琶湖博物
館）の御所見をいただいた。

　写真は、撮影者を明記したものを除き、各頁の執筆者が撮影した。

　図1（伊予市周辺地形概要図）は、縮尺1：50,000の愛媛県伊予市全図（国土地理院発行の
5万分の1地形図をもとに伊予市複製）をトレースして作成した。断層の位置と沖積低地堆
積物の範囲は、昭和49年愛媛県発行の表層地質図（『表層地質図　郡中　5万分の1』、『表
層地質図　松山南部　5万分の1』）をもとにした。郡中断層の位置は、高橋・鹿島（1985）
の図1を使用した。

　図2（大谷海岸周辺の地質図）は、縮尺1：5,000の伊予市全図（国土地理院長の承認およ
び助言を得て伊予市発行　平成27年3月測図）を原図として作成した。表層地質は昭和49
年愛媛県発行の表層地質図（郡中）をもとにした。凡例は、『20万分の1地質図幅 松山（第2
版）』の情報に合わせた。郡中層の分布範囲と郡中断層の位置は、高橋・鹿島（1985）の図
1を使用した。伊予断層と米湊断層の位置については、『1：25,000都市圏活断層図「郡中」』
を使用した。作成にあたり、山根勝枝氏に助言を受けた。

例　　　言
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　5ページの分類表（表1）は、鵜飼宏明氏、百原新氏、山根勝枝氏の助言を得て作成した。

　日山克明氏の略歴は、森重香代子氏（旧姓：日山）、岩田恒郎氏（伊予市文化財保護審議
会）より御教示いただいた。

　目録に掲載した資料のうち、同一種類のものが複数個に及ぶ種子や、複数の破片からな
る材化石などは、状態の良い個体や破片を抜粋して掲載した。

　目録では、複数個の化石からなる場合も枝番は付していないが、付編においては、執筆
者の説明の都合で枝番を付している。

　大谷海岸一帯は、愛媛県指定天然記念物「扶桑木」（昭和31年11月3日指定）に指定さ
れており、郡中層より産出する化石は、愛媛県文化財保護条例第42条により保護対象と
なっている。露頭から化石を採掘する場合だけでなく、転石中や波打ち際から化石を採集
する際も、事前に愛媛県教育委員会への現状変更の申請を行い、許可を得る必要がある。
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次脈はやや不規則に分枝、屈曲する。フジキは福島県以南の暖温帯から冷温帯下部に分布
する落葉高木。

フジ　Wisteria floribunda （Willd.） DC.　葉（写真4の2，3）
　羽状複葉の小葉が産出した。小葉は楕円形～卵形で長さ58㎜以上、幅22～28㎜で全
縁、基部は左右非対称の鈍形で、先端は突形で頂部がわずかに凹む。主脈は直線状で、頂
部付近で細くならずに葉の頂部葉縁にまで達し、葉身の着点付近では急に幅が広くなる。
2次脈は葉縁付近で分枝し、弧を描いてそれぞれ上と下の2次脈と結合する。3次脈は2次
脈から直角に近い角度で分枝し、不規則に分枝、屈曲する。主脈から直角に分枝して2次
脈と結合する3次脈が見られる。フジは全国の暖温帯から冷温帯の林縁に多いつる性木本
で、初夏に花をつける。

バラ科
アズキナシ近似種　Aria cf. alnifolia （Siebold. et Zucc.） Decne.　葉（写真4の6，7）
　葉は長さ35～55㎜程度、幅17～27㎜程度の広楕円形、主脈は直線状、2次脈は8対以
上が等間隔に主脈から分かれ直線的、葉縁付近で下方に1、2本の支脈を派生する。2次脈
とその支脈は鋸歯先端に入る。3次脈は2次脈と直行して直線的、等間隔に配列する。2次
脈の先端が入る大きな鋸歯と、その下方の支脈が入る小さな鋸歯からなる重鋸歯縁。鋸歯
の先端は丸い。鋸歯の先端が尖る現生アズキナシとは異なるために、近似種とした。葉縁
付近で分枝する2次脈や3次脈の配列、重鋸歯からなる特徴はケヤマハンノキAlnus hirsuta 
Turcz.に似るが、ケヤマハンノキの葉は長さ8㎝以上と大きく、3次脈はくの字型にわずか
に曲がり、鋸歯の切れ込みが深い。

ナナカマド　Sorbus commixta Hedl.　葉（写真4の1）
　葉は長さ56㎜、幅16㎜の狭卵形で、上部は徐々に狭くなる。基部は円形で非対称、大
小1組の重鋸歯があり、鋸歯先端は尖る。2次脈は12対、約2.5㎜の間隔で平行に並び、縁
片まで直線的で、鋸歯付近で屈曲して不明瞭になる。鋸歯の手前で側脈が不明瞭になる特
徴が、明瞭な2次脈が鋸歯先端に入るキイチゴ属などの他のバラ科の葉とは異なる。

バラ属　Rosa sp. 葉（写真4の4）
　葉は長さ45㎜、幅25㎜の狭卵形、基部は左右非対称で、複葉を構成する小葉だと考え
られる。2次脈は葉縁に近い位置で分枝する。小さな単鋸歯がある。バラ属の中でも大型
の葉をつけるヤマイバラRosa sambucina Koidz.に似る。

ブナ科
シキシマブナ　Fagus microcarpa Miki　殻斗（写真2の10）、堅果（写真2の11）
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　殻斗は側面観が広卵形で高さ7～11㎜、幅6～9㎜、4枚の幅3.5～6㎜の殻斗片からなり、
3㎜程度の短い柄がある。殻斗片上部には上向きに線形の鱗片が配列する。鱗片は線形で
基部2㎜程度は殻斗片と合着して隆線状となり、上部1㎜程度が外側に開出する。現生種
のブナFagus crenata Blumeは殻斗が高さ約15～20㎜以上と大きく、殻斗片基部が肥厚し
果柄へと徐々に幅が小さくなるが、シキシマブナの殻斗の基部は急に細くなる。ブナの鱗
片は殻斗片下部のものはへら状で、摩耗すると着点は目立たなくなる。ブナの上部の鱗片
の横断面は円形で線状に長くのび、基部は殻斗片に合着せず、鱗片がとれると円形の痕が
残る。
　堅果は高さ7.5～9㎜、幅4.5～5㎜の基部が丸い長三角錐体で側面観は卵形、頂部の花
柱基部が突出し、堅果の基部には三角形の着点がある。稜線に沿う翼は堅果の基部から上
部へと広くなり、堅果上部で幅1.0～1.5㎜になる。
　シキシマブナはMiki（1933）により、京都府宇治市黄檗山の中期更新世の地層から産
出した殻斗、堅果と葉をもとに記載された。殻斗の形態は現生ブナよりも小型で、中国
中部から東南部に分布するタイワンブナF. hayatae Palib. ex HayataやテリハブナF. lucida 
Rehder et E.H.Wilsonに似る。タイワンブナの殻斗は高さ7～12㎜程度で線状に長く伸
び、反曲する鱗片を持ち、テリハブナの殻斗は高さ10～15㎜程度で基部が隆線状になり
先端が短く棘状に開出する鱗片をもつ。シキシマブナの鱗片の長さはタイワンブナとテリ
ハブナの中間で、鱗片の先が反転し、基部が隆線状になる形態はタイワンブナとテリハブ
ナの中間的である。

ナラガシワ　Quercus aliena Blume　殻斗（写真5の2）、堅果、葉（写真5の1，3）
　殻斗は直径17㎜、高さ6㎜以上の椀状で厚く、三角形の鱗片に被われる。報告番号21

（写真5の2）は殻斗の上部が露出していないが、直径に比べて高さが低い傾向があり、殻
斗高が相対的に高く縁辺部が薄くなるミズナラの殻斗とは異なる。堅果は、堆積物から露
出している部分から推定した側面観の高さは25㎜以上、幅約17㎜の広円形で縦に細かい
筋がある。概形はハシバミに似るが果皮はハシバミよりも薄く、縦に裂ける傾向がある。
葉は基部から頂部までが完全に保存された標本はないが、報告番号139（写真5の1）から
推定される葉身の概形は倒卵形で長さは13㎝程度、葉身中部の幅は8㎝程度で、2次脈は
10本以上である。基部は徐々に細くなり、長さ1㎝以上の葉柄がある（写真5の3）。主脈
は太く、2次脈は約50～60度の角度で派生し、鋸歯先端まで直線状に走る。3次脈は2次
脈から直角に派生し、間隔は2.5～3㎜程度、アレオール（最も高次の細脈が構成する閉じ
た脈）の形は四角形。鋸歯は丸みを帯びた三角形で先端は尖らない。柄がある標本が含ま
れることや、鋸歯の高さが全体的に低く、近縁種のミズナラQuercus crispula Blumeやコ
ナラQuercus serrata Thunb.に特徴的な上側が弧状に深く湾入する鋸歯が見られないこと
から、ナラガシワに同定される。ナラガシワは丘陵や平地の二次林を構成し、低地の川沿
いの自然堤防でしばしば優占林を形成する。
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コナラ属アカガシ亜属　Quercus subgen. Cyclobalanopsis　殻斗（写真2の8）、堅果（写真2
の7，9）
　殻斗は直径11.5～14.5㎜の大型の椀状で厚く、表面は7ないし8列の同心円状の鱗片に
被われる。堅果は高さ13～17㎜、幅11㎜程度の楕円形ないし卵形、基部に直径4.5㎜程
度の円形の着点がある。堅果の頂部は高さ1.0～1.5㎜、幅2.0㎜程度に円錐状に突出し、
その表面には幼果の時に殻斗鱗片が締め付けることによって形成された同心円状の窪みが
数本観察される。その頂部には3本の柱頭の基部が突出する。殻斗表面には縦に細かい筋
があり、一部には短毛が保存されている。
　堅果、殻斗とも比較的大型で、殻斗が厚く、高さに対して直径が大きいこと、表面の
短毛が目立つこと、堅果の上部が丸く大きく突出する形態から、九州以北に分布するコ
ナラ属アカガシ亜属ではアカガシQ. acuta Thunb.、ツクバネガシQ. sessilifolia Blume、ハ
ナガガシQ. hondae Makinoに類似する。シラカシQ. myrsinaefolia Blume、ウラジロガシ
Q. salicina Blume、アラカシQ. glauca Thunb.の堅果は小さく、堅果頂部の突出は目立たな
い。イチイガシQuercus gilva Blumeの堅果頂部の突出部は細く長い円柱状で表面に短毛が
密生する。コナラ属アカガシ亜属は暖温帯常緑広葉樹林の優占種である。

クルミ科
オオバタグルミ　Juglans megacinerea Miki ex Manchester　堅果（写真2の1）
　堅果は楕円形で高さ44～48㎜、幅26～29㎜で、表面には縦に深い皺と、縁が切れ込ん
でしばしば棘状の突起となる、ひだ状の隆線が上下に走る。オオバタグルミは後期中新世
から前期更新世後半の約130万年前まで産出し、約130万年前から約110万年前までの間
に、堅果が小さくなるとともに溝が浅くなり隆線の突起やひだが消失し、現生オニグルミ
のような平滑な表面をもつ堅果に変化する。オオバタグルミの堅果の高さは最大で75㎜
になり、新潟県南部の魚沼層群では大型の50㎜を超える大きさの堅果がしばしば産出す
るが、西南日本から産出する堅果の高さは50㎜以下の小型のものが多い。中国中部から
南部に分布するJ. cathayensis Dodeもオオバタグルミと同様の深い皺と棘を伴う隆線をも
ち、サイズが高さ30～40㎜と小型である以外は、堅果の果皮の横断面にある空隙の数が
多いことなど、オオバタグルミと形態が同じである。

マンシュウグルミ　Juglans mandshurica Maxim.　堅果（写真2の2）
　堅果は楕円形で高さ26～27㎜、幅16㎜、圧密で偏形している。表面には縦に深い皺と
隆線があるが、オオバタグルミに見られるひだ状ないし棘状の構造は見られず、隆線の縁
は丸みを帯びている。中国中部から東北部にかけて分布するマンシュウグルミに似てお
り、中国大陸から日本列島へとマンシュウグルミが移動してきた可能性もあるが、オオバ
タグルミからオニグルミへと日本列島で種分化し、形態が変化する途上だとも考えられ
る。
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オニグルミ　Juglans ailanthifolia Carr.　堅果（写真2の3）
　堅果は直径18～25㎜の円形で、表面には低い脈状の隆線と凹凸のある浅い溝が縦に並
ぶ。上下に走る縫合線で半分に割れ、内側には縫合面に対して垂直方向に深く窪む２枚の
子葉に対応する種子室が窪み、中央の隔壁が子葉を仕切っている。果皮は堅く中に空隙が
ある。
　オニグルミの標本は広口瓶に保存されており、日山氏採取標本のラベルではカリヤグル
ミという記述になっていた。カリヤグルミ属Caryaでは縫合面（図2-4の堅果の前面）の下
部に主隔壁（primary septum，図2-4の中央の隔壁）以外に、縫合面の下部に主隔壁に直角
に発達する隔壁（secondary septum）がある。
　Saito（1962）が森の海岸から採取したとして図版16にマンシュウグルミJ. mandshurica
として掲載している写真は、マンシュウグルミよりも皺が浅く、日本に分布するオニグル
ミと形態が同じである。マンシュウグルミは、中国中部から東北部に分布し、日本のオニ
グルミよりも皺が深い。大阪湾周辺の下部更新統では約130～120万年前にオオバタグル
ミの化石は産出しなくなり、かわって皺がやや浅く棘状の突起をもたないマンシュウグル
ミタイプの堅果化石が産出するようになる。一方、新潟県南部の魚沼層群では同じ時代に
現生オニグルミと同様の小型で皺の浅いクルミ属がオオバタグルミの消滅後に出限する。
オニグルミは川沿いの斜面や自然堤防上に多く見られ、堅果は重力散布と水散布で散布さ
れるほか、ネズミやリスによる貯食散布によって散布される。

クルミ属　Juglans sp.　葉（写真5の4）
　複葉を構成する小葉の葉身の長さは45㎜以上、幅は30㎜、主脈は直線状で太い。12対
以上の2次脈が等間隔に45～55ﾟの角度で主脈から分かれ、やや上方に屈曲する。2次脈
は葉縁付近で分枝し、鋸歯先端に向かうが、鋸歯の近くで細くなり不明瞭になる。2次脈
間の鋸歯数は2～3である。オニグルミJuglans ailanthifolia Carr.の小葉に似るが、産出層
準が約130万年前以前であればオオバタグルミの葉の可能性がある。

シキシマサワグルミ　Cyclocarya multistriata Miki　翼果（写真4の5）
　翼果は直径36㎜の円形、縁は全縁で緩やかな凹凸があり、中央に位置する小堅果か
ら、網状にしばしば分枝する細かい維管束が放射状に走る。小堅果は下面が観察され、直
径8㎜の円形、露出する下半分の高さ7㎜、着点が突出する。表面には皮針形の瘤状隆線
が放射状に配列する。シキシマサワグルミが属するサイクロカリア属は1属1種Cyclocarya 
paliurus （Batalin） Iljinsk.が中国中部～南部に分布する。C. paliurusの小堅果は、側面観が
菱形で翼の着点部分が突出するが、シキシマサワグルミの側面観は円形ないし広円形で丸
みを帯びる。シキシマサワグルミは大型で顕著な瘤状隆線があることが特徴で、約120万
年前までの地層から産出するサイクロカリア属小堅果化石はこのタイプである。一方、約
130万年前から約50万年前までの地層からはシキシマサグルミよりも小型で表面が平滑
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な小堅果の化石が産出する（百原, 2008）。

カバノキ科
ハンノキ属ハンノキ亜属　Alnus subgen.  Alnus　果実序（写真2の5，6）
　果実序は、高さ11㎜以上、直径8～9㎜の楕円体で、扇形の果実鱗片が直径2㎜ほどの
軸にらせん状に配列する。果実鱗片は幅2.5～4.5㎜、高さ3～4㎜で先端は複数の裂片に
分かれる。果実鱗片の幅が比較的広いことから、ハンノキやヤマハンノキを含むハンノキ
亜属に同定される。

ハシバミ　Corylus heterophylla Fischer var. thunbergii  Blume　堅果（写真2の4）
　堅果の前面観は高さ9㎜、幅11㎜の横広円形で、果皮は固く約1㎜厚、細かい溝と隆線
が縦に走る。九州以北の冷温帯に分布する落葉低木であるが、前期更新世の温暖な時代の
地層からも比較的普通に産出する。

ヤナギ科
ヤナギ属　Salix sp.　葉（写真5の5）
　最大幅14ｍが長さ75㎜以上の被針形の葉の一部。側脈は13本以上で主脈から約60度の
角度で分枝し、弧を描いて葉縁付近に達したあと、葉縁に沿うように上方へと走る。1、
2本の2次間脈（図5-4b）があり、主脈から約45度で分枝し、直線的。被針形の葉身で、側
脈が比較的まばらに分枝する特徴はカワヤナギS. gilgiana Seemenに似る。カワヤナギは
八木（1955）でもS. amygdalina L. var.として報告されている。カワヤナギは北海道南部か
ら九州までの川沿いに普通に見られる落葉低木。

センダン科
センダン　Melia azedarach L.　核（写真2の12）
　核は丸みを帯びた5角形の横断面を持つ楕円体で、その両端は切形、高さ10.6㎜、幅
6.7㎜で、内果皮は木質。発芽時に子房室を境に胞間裂開する5片の核裂片のうち、３片
が合着した状態で産出した。核の両端の中央には内側に大きな窪みがあり、核裂片の側面
には子房室の浅い窪みがある。センダンは関東地方南部以南の海岸近くに分布する落葉高
木である。

エゴノキ科
セツリミアサガラ属　Melliodendron sp.　果実（写真2の15）
　核の側面観は高さ24～25㎜、幅15～21㎜の広楕円形で基部は円形、頂部はやや尖る。
上部1/3の表面には細い多数の筋状の隆線が上下に走り、下部1/3には高さ5～7㎜程度の
ひだ状の隆線が上下に走る。果皮は木質で硬い。下部のひだ状の部分は子房中位の花のが
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く筒に対応しておりその内部には種子が配列する。一方、上部の筋状隆線の部分の内部は
１室の空洞になっている。現生種のセツリミアサガラの萼筒の表面は平滑で短毛が密生す
る。
　セツリミアサガラ属は、揚子江中流域の暖温帯から亜熱帯に分布する落葉高木のM. 
xylocarpum Hand-Mazz.の１属１種からなる。セツリミアサガラ属は後期中新世初頭の瀬戸
陶土層の化石群には比較的普通に含まれており、鮮新世の地層からも産出するが、近畿地
方中部では三重県中部の前期更新世初頭の奄芸層群からの産出を最後に消滅する。日本の
セツリミアサガラ属果実化石は、初めにMiki（1941）が、瀬戸～多治見地域の後期鮮新世
初期の陶土層産の化石をクロヅル属Tripterigium multistriatum Miki（1941）として記載し
た。その後、Miki（1956）はヌマミズキ科Paleodavidia multistriatum （Miki） Mikiにあては
めたが、三木（1968）によりセツリミアサガラ属に同定された。三木（1968）は日本でのセ
ツリミアサガラ属果実化石を３種に分類した。まず、側面観が倒卵形で大型のものを現
生種のM. xylocarpumにあてはめた。さらに、長楕円形でひだ状隆線が発達せず、果実
の上部が徐々に細くなるM. nipponicum Miki、長楕円形でひだが顕著で上部が凸型の
M. multistriata Miki（Miki）を分類した。郡中層から産出したセツリミアサガラ属は長楕円
形で果実下部のひだが顕著に発達し、三木（1968）のFig. 1-D-g, hに掲載されている島根県
藪の都野津層群産のM. xylocarpumに似る。近畿地方中部の鮮新統産のセツリミアサガラ
属は現生種に近い平滑なタイプが多く、ひだ状隆線が発達するタイプは少ないが、奄芸層
群の下部更新統産のものは低いひだ状隆線が発達している（百原，2013）。

エゴノキ属　Styrax sp.　種子（写真2の13）
　種子は高さ5.0～7.5㎜、幅は4.1～6.0㎜の楕円形ないし倒卵形で、高さ5.0～6.0㎜の小
型のものが多い。頂部は鈍形、基部は切形で丸く窪み、灰白色の大きな臍がある。縦に2
～3本の浅い溝が走り、頂部近くでは数本の低い隆線が走り、隆線の先は頂部の低い突起
となる。種皮表面は黒く平滑ないし低い凹凸があり、光沢はない。多角形の表皮細胞側壁
によって構成される微細な網状隆線が目立つ。
　現生種のエゴノキの種子は高さ10～15㎜程度で、微細な網状隆線が目立つ特徴は共通
するが、郡中層産の種子は現生種よりも小さい。前期更新世の地層からは、日本に現存す
るハクウンボクやエゴノキと同じ形態・大きさの種子以外に、郡中層産のエゴノキ属のよ
うに現生種よりもかなり小さい種子の化石がしばしば産出する。このような形態種を指す
と考えられるコミノエゴノキStyrax microcarpa MIkiという名が三木（1953）に新種・新称
として登場するが、その記載文や形態を特定した写真・図は存在せず、無効名である。
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ハクウンボク　Styrax obassia Siebold. et Zucc.　種子（写真2の14）
　種子は高さ10.5～12.0㎜、幅は6.5～8.3㎜の楕円形で、頂部は鈍形、基部の側方は丸く
窪み、黄灰色の大きな臍がある。縦に2～3本の浅い溝が走り、頂部近くでは数本の低い
隆線が走り、隆線の先は頂部でつながり低い突起となる。種皮表面は黒く平滑で、多角形
の表皮細胞側壁によって構成される微細な網状隆線はエゴノキに比べてきめが細かく、目
立たない。ハクウンボクは冷温帯落葉広葉樹林を中心に分布する小高木である。

郡中層産化石群の層序学的意義
　植物化石は、示準化石として地層の年代推定に用いられる。すなわち、近隣の地域での
植物化石の出限、消滅層準との比較により、地層のおおよその堆積年代の推定が可能であ
る。しかし、日本に現在分布しない植物は、北から南へと分布域を縮小していくように、
各地域から化石が産出しなくなるので（Momohara, 2016）、海洋の微化石のように精度の
高い年代決定はできない。
　今回検討、同定した標本のうち、日本から消滅した植物で近畿地方中部の鮮新・更新
統での大型植物化石の最後の産出層位が明らかになっている分類群（百原, 1993, 2010；
Momohara, 2016）は、中期更新世の約50万年前の地層が産出の上限となっているシキシ
マブナ、前期更新世末の約90万年前、MIS25が上限となっているメタセコイアとオオバ
ラモミ、約110万年前が上限になっているシキシマサワグルミとオオバタグルミ、約220
万年前が上限のフウ属と、約250万年前が上限のセツリミアサガラ属がある。このほか、
シキシママンサクは約50万年前以降、ヒメトガサワラは約90万年前以降の近畿地方中部
の産出記録はない。今回検討した標本には含まれていなかったが、郡中層のT3テフラの
約30ｍ上位の炭質層からは、大阪層群では約230万年前まで産出するイヌカラマツが報
告されている（水野，1987）。
　森海岸の郡中層の下限の年代については、下部層基底部のＴ1テフラが逆磁極を示し、
1.9±0.7Maのフィッション・トラック年代が得られている（松井ほか，1985）。さらに、
その上位に位置するＴ3テフラは、淡路島の榎列火山灰層に対比されており、正磁極期を
示していることからオルドヴァイ・イベント（197～178万年前）付近の正磁極期に対比さ
れている（水野，1992）。この時期の正磁極期はレユニオン・イベント（215～213万年前）
の可能性もあるが、T3テフラよりも上位のイヌカラマツの産出層準は約213万年前よりも
新しいといえる。したがって、郡中層の堆積域周辺では近畿地方よりも新しい時代にまで
イヌカラマツが残存していたことになる。一方、イヌカラマツは九州南部の山之口層から
は約120万年前の産出記録があり（長谷，1988）、九州では近畿地方よりも新しい時代ま
で多くの植物が絶滅を免れて残存していたと考えられる（Momohara, 2016）。さらに、フ
ウやセツリミアサガラ属についても、南九州に近い場所にある郡中層の堆積盆地とその周
辺では、近畿地方よりも新しい時代にまで残存していた可能性がある。
　八木（1955）は近畿地方中部では後期鮮新世よりも古い時代にしか産出記録がないカリ
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ヤグルミ属とチャンチンモドキを報告している。カリヤグルミについては唐崎より産出す
るという記載があることから、唐崎には後期鮮新世の地層が分布し、この2種がそこから
産出した可能性がある。一方、今回検討した日山標本では、オニグルミ堅果が保管されて
いる広口瓶のラベルにはカリヤグルミという記載があった。したがって、森海岸からはカ
リヤグルミは産出せず、オニグルミをカリヤグルミと誤同定していた可能性がある。
　郡中層上部の地層の年代を示す植物化石として、クルミ属があげられる。マンシュウ
グルミやオニグルミは約120万年前以前の化石の産出記録がなく、オオバタグルミが消滅
する約120万年前以降に、オオバタグルミとオニグルミの中間的な堅果形態の化石が産出
し、オニグルミへと変化する（Nirei, 1975；百原，2008）。オニグルミは、Saito（1962）
の図版には森海岸の崖から採集された果実化石がマンシュウグルミとして図示されてお
り、森海岸の郡中層に約120万年前以降の地層が含まれていることを示している。した
がって、これらの植物化石資料は、郡中層が約200～100万年前に堆積したとする従来の
考え（水野，1997）とは矛盾しない。

郡中層産化石群からの古環境の復元
　植物化石は示準化石としての側面があるほかに、示相化石、すなわち、古環境の指標と
して利用することもできる。その場合、郡中層の植物化石のもととなった植物やその近縁
種の現在の生育環境から、化石が堆積した当時の古環境が復元できる。しかし、郡中層は
主に河川の氾濫原で堆積した地層で構成されているので、標高の高い場所など、様々な環
境に生育していた植物が水流で運搬され、掃き寄せられて堆積した可能性がある。例え
ば、冷温帯より寒冷な場所に分布する植物が産出したとしても、暖温帯に生育する植物と
共に産出したのであれば、低い標高の場所に位置する化石の堆積の場では、暖温帯の気候
下にあったことになる。そこで、同じ時代に堆積した複数の植物の生育環境や、その堆積
環境に基づいて、その時代の古環境を復元する必要がある。今回検討した大型植物化石の
うち、T-4火山灰層付近の露頭から採取された葉化石は複数の種類を含み、その組成から
堆積した時代の環境を推定することができるが、それ以外の試料は産出層準を特定するこ
とができない。
　郡中層の植物化石は、上部層の最上部からは冷温帯よりも寒冷な場所に分布するヒメバ
ラモミの化石が産出する（水野，1987）が、全体的には暖温帯以南に分布する植物の種数
や産出量が多い。このことは、最上部を除くと郡中層が堆積した200～100万年前の低地
域の気候が、全般的に温暖だったことを示している。冷温帯に主に分布する植物は、ハリ
モミ、オオバラモミを含むトウヒ属バラモミ節とナナカマド、ハシバミ、ハクウンボクが
ある。一方、暖温帯よりも温暖な地域に分布する植物はクロマツ、シキミ、フウ、コナラ
属アカガシ亜属、シキシマサワグルミ、センダン、セツリミアサガラ属と、冷温帯の植物
よりも種数が多い。このうち、センダンとセツリミアサガラ属は暖温帯の南部から亜熱帯
にかけて分布し、最も暖かい場所に分布が限定されている。
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　郡中層が堆積した前期更新世（約258～78万年前）は氷期と間氷期が約4万年から10万年
の周期で繰り返されているので、氷期と間氷期までの様々な気候条件下で堆積した化石を
含んでいると考えられる。しかしながら、近畿地方中部では約170万年前以前の地層から
は氷期の寒冷気候を示す化石群の産出記録は極めて少ない。これは、海洋酸素同位体比曲
線からは、前期更新世の前半から終末期へと氷期の気温が寒冷になっていくことに加え、
約140万年前までは氷期の期間よりも間氷期の期間が長い傾向があること（Lisiecki and 
Raymo, 2007）と関係があるかもしれない。
　T-4火山灰層付近の露頭に含まれていた葉化石群は、ナラガシワが21枚、メタセコイア
短枝が4枚、アズキナシが3枚、フジ2枚、フジキ1枚、クルミ属1枚、フウ1枚で構成され
る。暖温帯に分布するフウが含まれており、冷温帯以北にだけ分布する樹種が含まれてい
ないことは、暖温帯の気候下で形成された葉化石群であることを示す。これらの植物の現
在の生育環境に基づいて古植生を復元すると、ナラガシワが優占し、アズキナシ、フジ
キ、フウを交える落葉広葉樹林が河川にそった自然堤防上に広がり、河川の後背湿地縁辺
にはメタセコイアやクルミ属、フジが生育していたと考えられる。一方、ヒメトガサワラ
やオオバラモミなどの針葉樹は堆積盆地周辺の山地斜面などに分布していたと考えられ
る。
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表1　郡中層産植物化石の分類群別一覧表

和名 学名 部位 報告番号

オオバラモミ Picea koribai  Miki 球果 115, 116, 117

ハリモミ Picea polita （Siebold. et Zucc.）  Carr. 球果 111

トウヒ属バラモミ節 Picea sect. Picea 球果 112

クロマツ Pinus thunbergii Parl. 球果 117

ヒメトガサワラ Pseudotsuga subrotunda Miki 球果 17, 18, 19, 105, 107, 108

ツガ Tsuga sieboldii Carr. 球果 110

メタセコイア Metasequoia glyptostroboides Hu et Cheng 球果 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 89, 90

短枝・葉 10, 11, 12, 126, 133, 134,
135

ホオノキ Magnolia obovata Thunb. 種子 96

シキミ Illicium anisatum L. 種子 91

メギ Berberis thunbergii DC. 葉 31

フウ Liquidambar formosana Hance 果実 131

シキシママンサク Hamamelis parrotioides Miki 果実 92

フジ Wisteria floribunda （Willd.） DC. 葉 41, 132, 144

フジキ Cladrastis platycarpa （Maxim.） Makino 葉 38, 43, 132

アズキナシ近似種 Aria cf. alnifolia （Siebold. et Zucc.）  Decne 葉 37, 137, 140, 145

ナナカマド Sorbus commixta Hedl. 葉 39

バラ属 Rosa sp. 葉 48

シキシマブナ Fagus microcarpa Miki 殻斗, 堅果 102, 106

ナラガシワ Quercus aliena Blume 葉 37, 40, 129, 130, 136, 137,
138, 139, 140, 145, 146,
147, 148, 149, 150, 152,
153

殻斗 21, 142

コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 殻斗 99, 101, 104

堅果 99, 100, 104

コナラ属 Quercus 堅果 22, 23, 24, 25, 26, 28, 95

オオバタグルミ Juglans megacinerea Miki ex Manchester 堅果 14, 15, 113, 114

マンシュウグルミ Juglans mandshurica Maxim. 堅果 113

オニグルミ Juglans ailanthifolia Carr. 堅果 103
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和名 学名 部位 報告番号

クルミ属 Juglans sp. 葉 42, 134

シキシマサワグルミ Cyclocarya multistriata Miki 翼果 27

ハンノキ属ハンノキ亜属 Alnus subgen. Alnus 果実序 93

ハシバミ Corylus heterophylla Fischer var. thunbergii Blume 堅果 30, 101, 109

ヤナギ属 Salix sp. 葉 38, 47

センダン Melia azedarach L. 核 97

セツリミアサガラ属 Melliodendron sp. 果実 114

エゴノキ属 Styrax sp. 種子 16, 94, 96

ハクウンンボク Styrax obassia Siebold. et Zucc. 種子 95

広葉樹 葉 44, 45, 46, 127, 128, 141,
151, 143

不明 果実/種子片？ 32
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写真1　郡中層から産出した大型植物化石１（括弧内の数字は報告番号） 
1～3：メタセコイア　1：短枝（10）、2，3：球果（2：7、3：5）
4：クロマツ球果（117-1）、5，6：オオバラモミ球果（5：116-1、6：116-2）
7：ハリモミ球果（111-1）、8：トウヒ属バラモミ節球果（112）、
9：ヒメトガサワラ球果（18）、10：ツガ球果（110-1）、11：シキミ種子（91-1）
12：ホオノキ種子（96-1、12a：背面、12b：腹面）、13：シキシママンサク果実序（92-1）
スケールは1～3，10～13は5㎜、4～9は10㎜
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写真2　郡中層から産出した大型植物化石２（括弧内の数字は報告番号）
1：オオバタグルミ堅果（114-1）、2：マンシュウグルミ堅果（113-1）
3：オニグルミ堅果（103-1、3a：側面観、3b：縫合面側）、4：ハシバミ堅果（109-1）
5，6：ハンノキ属ハンノキ亜属果実序（5：93-1　上面観、 6：93-2　横断面）
7～9：コナラ属アカガシ亜属（7：104-1　堅果、8：104-2　殻斗下面観 、9：99　果実側面観）
10，11：シキシマブナ（10：106-1　殻斗、11：106-2　堅果）、12：センダン核（97）
13：エゴノキ属種子（94-1）、14：ハクウンボク種子（95-1）
15：セツリミアサガラ属果実（114-1）、スケールは1～3、15は10㎜、4～14は5㎜ 
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写真3　郡中層から産出した大型植物化石３（括弧内の数字は報告番号）
1：メギ葉（31）、2：フウ葉（131-1、2b：側裂片上部の鋸歯と葉脈）
3，4：フジキ葉（3：43-1、3b：3aの基部、4：43-2）
スケールは１，2a，3a，4は10㎜、2b，3bは5㎜
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写真4　郡中層から産出した大型植物化石４（括弧内の数字は報告番号）
1：ナナカマド葉（39）、2，3：フジ葉（2：41、3：葉身頂部、144）、4：バラ属葉（48）
5a，b：シキシマサワグルミ翼果（27）、6，7：アズキナシ近似種葉（6：145、7：37の葉縁）
スケールは1，2，4，5a，6は10㎜、3，5b，7は5㎜
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写真5　郡中層から産出した大型植物化石４（括弧内の数字は報告番号、1は伊予市教育委員会に
よる撮影）
1～3：ナラガシワ、葉（1：139、3：138　葉の基部），殻斗（2：21）
4：クルミ属葉（42）、5：ヤナギ属葉（38、5b：38の左上側）
スケールは1，3，5aは10㎜、2，5bは5㎜
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1．はじめに
　郡中層の淡水生貝類化石は、八木（1957）により７種が報告されている。この化石につ
いては、その後、分類学的研究は行われていないようである。
　本研究は、伊予市所蔵の貝類化石の分類を行い、八木（1957）により報告された種類と
の比較および生息場所を考察する。

2．分類
　Gastropoda 巻貝
　Family Viviparidae タニシ科

　オオタニシ
 　Cipangopaludina japonica （v. Martens）　

　報告番号33は、殻高が35㎜と本種としては小型であるが、顕著な螺条脈を伴う膨らみ
の弱い各螺層を有することで本種に同定できる。
　報告番号53および報告番号61は、殻底角が顕著で、螺条脈を伴う膨らみの弱い各螺層
を有することで本種に同定した。

　タニシ属の不確定種
　Cipangopaludina sp. indet.

　報告番号59は、膨らみの弱い螺層を有する点でオオタニシに似るが、螺条脈および殻
底角が確認できず、種を同定する特徴に乏しいことから不確定種に同定した。
　報告番号62、報告番号52および報告番号59は、変形を受け、螺層が膨らんでいる。丸
い螺層はマルタニシの特徴にも似るが、螺塔や螺条脈および殻底角の特徴が保存されてお
らず、種を同定する特徴に乏しい。

　ヒメタニシ属の不確定種
　Sinotaia sp. indet.

　報告番号65は、殻高24mmで、マルタニシやオオタニシと比較して細長く小さなタニ

付編3　郡中層の貝類化石

鵜飼宏明（天草市観光文化部恐竜の島博物館推進室）
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シで、ヒメタニシと思われる。螺層の螺条脈は保存されていない。
　報告番号57は、殻高28㎜で、ヒメタニシの姿に似る。螺条脈および殻底角の特徴は保
存されていない。
　報告番号56は、体層のみが印象として残されており、その形状はヒメタニシに似る。
螺条脈および殻底角の特徴は保存されていない。

　チリメンカワニナ
　Semisulcospira reiniana （Brot）
　報告番号66、報告番号67は、体層が印象として残されている。この種は形態に変異が
多くあるが、螺肋が多く、特に報告番号67における顕著な縦肋とカワニナ型の形態から
同定した。

　Bivalvia　二枚貝　
　Family Unionidae イシガイ科

　イシガイ
　Unio douglasiae nipponensis v. Martens
　報告番号70の殻は前端および後背部が欠損している。印象で擬主歯の形が残されてい
る。装飾には個体差があり、殻表には、報告番号69と報告番号68に見られる不連続な波
状の彫刻または放射状の肋が顕著ではない。
　報告番号71は殻後端のみ保存されている。後端の形態は報告番号96に類似しており、
イシガイの可能性が高い。
　報告番号69は殻後端から後背部まで残された標本で、放射状の肋が確認できる。肋の
形状は現生種の若貝で顕著である。
　報告番号68の殻は細長く、4cmほどで現生種より小型、殻頂周辺に不連続な波状の彫
刻が顕著に残されている。この特徴は現生種では幼貝や若貝に見られる。

3．八木（1957）により報告さた種類との比較
　 八 木（1957）で は カ ワ シ ジ ュ ガ イUnio margaritifera、 イ シ ガ イLymnium douglasiae 
nipponense、ドブガイAnodonta woodzana lauta、カタハガイPseudodon omiensis、カワニ
ナSemisulcospira libertina、タニシの一種Cipangopaludina sp. 、シジミの一種Corbicula sp. 
が報告されている。
　今回同定した淡水生貝類化石は、カワシジュガイ、ドブガイ、カタハガイ、シジミの
一種などは同定されなかった。しかしながら、八木（1957）の7種類に含まれていなかっ
た、オオタニシ、ヒメタニシ属の不確定種、チリメンカワニナが同定された。今後更に標
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本が集まると、貝類群集の構成種が増えると思われる。

4．淡水生貝類化石から生息場所の考察
　同定された化石は、現在の日本列島の低地の河川に普通にみられる種が含まれる。 
　オオタニシは、北海道から九州にかけて分布し、流れの緩やかな河川や用水路、ため池
や湖など、水量の安定した環境を好み、ヒメタニシとは一緒に生息するが、マルタニシと
一緒に生息することが少ない（増田・内山，2004）。
　ヒメタニシは東北から九州にかけて分布し、池沼や湖、水路や水田などの止水や半止水
環境下を好む（増田・内山，2004）。
　チリメンカワニナは、本州、四国、九州に分布し、流れの緩やかな川や池沼などの砂泥
底または泥底に生息する（紀平・松田・内山，2003）。
　イシガイは、全国に広く分布し、河川の中・下流や水路、湖沼に生息する（増田・内山，
2004）。
　郡中層の貝類化石の含まれる岩石は、巻貝化石でシルト、二枚貝化石で淘汰の悪い礫混
じりのシルトである。岩質から、巻貝化石の生息場所として、流れの緩やかな流水環境、
または止水環境が、二枚貝化石の生息場所として、河川または湖沼の河川流入部付近の環
境が考えられる。

引用文献
紀平 肇 ・ 松田征也・内山りゅう，2003. 日本産淡水貝類図鑑①汽琵琶湖 ・ 淀川産の淡水

貝類. ピーシーズ，東京.
増田 修 ・ 内山りゅう，2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピー

シーズ，東京.
八木繁一，1957. 伊豫の扶桑木について（第三報） 伊予のMetasequoia層の淡水産貝類化石

について. 地学研究，9（6），223-225.
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写真1　郡中層より産出した淡水生巻貝化石。スケールは1㎝を示す。
1，7，8  オオタニシCipangopaludina japonica （v. Martens）。1a，b；印象化石と標本:報告番号

33。7a，b；印象化石と標本:報告番号53。8a，b；印象化石と標本:報告番号58。
2，3，5，10  タニシ属の未定種。Cipangopaludina sp. indet.。2a，b；印象化石と標本:報告番号

61。3a，b；印象化石と標本：報告番号62。5a，b；印象化石と標本:報告番号52。10a，b；
印象化石と標本：報告番号59。

4，6，9  ヒメタニシ属の未定種。Sinotaia sp. indet.。4a，b；印象化石と標本:報告番号65。
6a，b; 印象化石と標本：報告番号57。9a，b；印象化石と標本：報告番号56。

11，12  チリメンカワニナ。Semisulcospira reiniana （Brot）。印象化石と標本: 報告番号66，67。
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写真2　郡中層より産出した淡水性二枚貝化石
1-4  イシガイ。Unio douglasiae nipponensis v. Martens, 

1a，b. 右殻後端部位。印象化石。報告番号71。2a，b. 右殻後端部位。印象化石。報告番号69。
3a，b. 左殻。印象化石。報告番号68。4a，b. 右殻。印象化石。報告番号70。 
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表1　郡中層産淡水生貝類化石リスト

報告番号 和名 学名 Scientific name 備考

33 オオタニシ Cipangopaludina japonica （v. Martens） 推定郡中層

53 オオタニシ Cipangopaludina japonica （v. Martens）

58 オオタニシ Cipangopaludina japonica （v. Martens）

61 タニシ属の未定種　 Cipangopaludina sp. indet.

56 ヒメタニシ属の未定種 Sinotaia sp. indet.

57 ヒメタニシ属の未定種 Sinotaia sp. indet.

65 ヒメタニシ属の未定種 Sinotaia sp. indet.

52 タニシ属の未定種 Cipangopaludina sp. indet.

59 タニシ属の未定種 Cipangopaludina sp. indet.

62 タニシ属の未定種 Cipangopaludina sp. indet.

51 タニシ科の一種 Viviparidae gen.et sp. indet.

60 タニシ科の一種 Viviparidae gen.et sp. indet.

66 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana （Brot）

67 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana （Brot）

68 イシガイ Unio douglasiae nipponensis v. Martens

69 イシガイ Unio douglasiae nipponensis v. Martens

70 イシガイ Unio douglasiae nipponensis v. Martens

71 イシガイ Unio douglasiae nipponensis v. Martens 

50 イシガイ科の一種 Unionidae gen.et sp. indet.
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